
 

 

 

 

 

 

 

 

常に考える ～ 僕は、逆境が好き 

校長  堀 明美  

 タイトルに挙げた言葉は、ある企業の創設者が話された言葉の一つです。北海道札幌市か

ら家具販売を全国に展開、海外にも販路を広げている方、と言えばお分かりでしょうか？ 

そうです。株式会社ニトリホールディングス代表取締役会長兼 CEO の似鳥昭雄氏です。 

 先日、似鳥氏と山口県知事村岡嗣政氏、東京大学先端科学技術研究センター名誉教授の中

邑賢龍氏（山陽小野田市出身）の３人がトークセッションをされた「新たな時代の人づくり

講演会」に参加する機会を得ました。 

 山口県では、令和３年３月に「山口県新たな時代の人づくり推進方針」を策定しました。

その中で、新たな時代を担う人材像を、【ふるさと山口に誇りと愛着を有し、高い「志」と

「行動力」をもって、地域や社会の課題を自ら発見、他者と協働しながら解決し、新たな価

値を創造できる人材】とうたっています。村岡氏が話される県の取組には、学校教育の現場

そのものと直結しています。 

 しかしながら、トークセッションの半分以上は、似鳥氏が自ら語られる驚きの一生涯でし

た。幼少時は、多動で興味のあることには取り組むけれどできないことが多く、いじめられ

たこともあったそうです。大人になっても定職につけず、そのうち自分で商売をすることを

決め、周囲で売っていなかった家具販売を始めたそうです。人付き合いも下手で、なかなか

うまくいかなかったのですが、“常に考え”たそうです。不可能なことを可能にしようと考

えたそうです。見たり聞いたりあっちこっち行って、“常に考え”たそうです。できないこ

とはできる人と組んで考えたことを実行したそうです。今も、未来のビジョンを“常に考

え”、３０年計画・１００店舗・１０００億円を考えているそうです。そんな似鳥氏は、数

年前自分が発達障害であると診断され、気が楽になったと言われていました。苦手を抱えな

がら一代で日本を代表する企業を築き上げた似鳥氏の姿から、多くのことを考えさせられま

した。 

 先日、１・２年生の国語科研究授業を実施しま

した。今回は、地域の方にも参観していただき、

その後児童の様子や学ぶ姿について教員とともに

協議をしていただくユニット型研修会です。地域

の方々から、子ども達はリーダー学習によって主

体的に学ぶことができているとお褒めの言葉をい

ただきました。一方で、書く力を身につけるため

に、感性を磨くことや語彙を増やすことも大切だ

とアドバイスをいただきました。教員だけでは気づかない視点で多くの示唆をいただきまし

た。今後も、“常に考え”ながら、取り組んでいきたいと思っています。
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【教育目標】「地域を愛し、人を大切にする子どもの育成」 
【めざす学校像】「ともに伸びる」 
【チャレンジ目標】「あいさついちばん やさしさいちばん やりますいちばん」 
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１・２年研究授業～ユニット型研修会 



 
１日（土）地区合同大運動会（８：４５～１１：４５）【雨天順延】  
３日（月）振替休日  
４日（火）あおぞら号  ５６年租税教室５校時  
５日（水）３～６年稲刈り３４校時  委員会  職員会議  
６日（木）５年自然体験学習事前交流会５６校時  
７日（金）CS 来校  （稲刈り予備日）  

１２日（水）６年修学旅行（萩長門）  ４校時給食下校１～５年  
職員研修  

１３日（木）６年修学旅行（萩長門）  
１４日（金）５６年脱穀５６校時  職員研修  
１７日（月）読み聞かせ  ６年学力定着状況確認問題  職員研修  
１８日（火）５６年視力検査  
１９日（水）楠授業の日  １２：４５下校  
２０日（金）１２年社会見学  
２４日（月）読み聞かせ  ５年学力定着状況確認問題  
２５日（火）５年自然体験学習  ６年船木留学  ３４年万倉留学  

１２年吉部留学  
２６日（水）マーチング  
２７日（木）県教育委員会学校訪問  
２８日（金）切り絵教室  
３１日（月）読み聞かせ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校のシンボルツリーが・・・ 

 メールでもお伝えしましたが、台風１４号の通過に伴

い、万倉っ子の成長をこれまで見つめてきた裏門のシンボ

ルツリーが根元から折れて倒れてしまいました。あの大木

が倒れるとは・・・。予想もしていませんでしたし、見た

時には、「まさか！？」という気持ちでした。よっぽど強

い突風が吹いたのでしょう。処理を行っていた地元の業者

さんもそんな話をしていました。幸いにも、グランド側に

倒れたので大事にならずに済みましたが、反対側に倒れて

いたらと思うと、ゾッとします。自由参加型環境作業に来

られた保護者の方（ご協力ありがとうございました。）も

倒れた大木を見て、「すごいねぇ～。これが倒れるん？」

といったような感想を言われていました。周辺の作業をさ

れた方の中には、拾い切れていなかった掲示板のガラス破

片を見つけて、わざわざ持ってきてくださった方もおられ

ました。とにかく、大木が倒れ、掲示板やフェンスが破損

するという大きな被害があったにもかかわらず、早い対応

で何とか運動会が開催できることに、職員一同ホッと安堵

しています。  

（９月２８日記載）  


